
 

 

 

日本遺産の日関連イベント「出雲神楽冬季公演 2026」の開催について 

 

 日本遺産の日（２月１３日）関連イベントとして、２月１４日（土）から４回に渡っ

て、「出雲神楽冬季公演 2026」及び「出雲神楽とふれあいマルシェ」を開催します    

（主催：出雲市日本遺産推進協議会）。 

日本遺産「日が沈む聖地出雲」の構成文化財である「大土地
お お ど ち

神楽
か ぐ ら

」をはじめとする出

雲神楽は、神職のみが行う神事として始まり、江戸時代からは出雲神話等を題材に面を

着けて舞う神話劇「神
しん

能
のう

」が取り入れられ、祭礼行事で酒や食事を囲みながら住民が楽

しむ地域の娯楽の要素も加わって、受け継がれてきました。 

今回は多伎・湖陵地域から出店するマルシェとともに、出雲神楽の魅力を再発見し、

冬の誘客にもつながるイベントとして開催します。市民の皆様もぜひご参加ください。 
 

出雲神楽の一場面 演目「八頭
や と

」         演目「山の神」  写真：出雲観光協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．出雲神楽冬季公演 2026 神楽と沈む陽の宴～聖地出雲と出逢う夜～ 

⑴ 日 時 令和８年２月１４日（土）・２８日（土）、３月１４日（土）・２８日（土） 

の４日間。いずれも１７時３０分から１８時３０分まで 

⑵ 会 場 多伎コミュニティセンター（出雲市多伎町小田７３番地） 

⑶ 概 要 地元団体を含む出雲神楽の公演（有料）。演目は後日発表 

      ※出雲観光協会が事前予約制により販売（詳細はチラシ参照） 

      ※会場内のマルシェブースの利用券(観覧プラン：1,000円)付き 

 ⑷ 参 考 日没予定：17時 50分～18時頃（2月）、18時 15分～18時 30分頃（3月） 

 

２．出雲神楽とふれあいマルシェ     （神楽公演と同日・同会場） 

⑴ 時 間 １５時から１９時まで ※ 開催時間は若干変更する場合があります。 

⑵ 概 要 ① 出雲神楽体験 

② わら・竹細工の生活文化体験（協力：室津わら工房・田儀竹籠作ろう会） 

③ 地域産品等のマルシェ（いちじく・さつま芋加工品等出品） 

④ 多伎地域児童・園児による日本遺産図画・塗り絵展示 

⑤ 出雲市日本遺産の紹介（事務局ブース） 

       ※ このマルシェは、日本遺産地域プレイヤーズ連絡会議において検討し、

地域の参画を得て準備を進めています。 

記 者 会 見 資 料 
令 和 ８ 年 ( 2 0 2 6 ) １ 月 ２ ２ 日 
観光交流部インバウンド推進課 
市 民 文 化 部 文 化 財 課 

初開催 



 

３．今回の取組における工夫について 

 ⑴ 冬季の魅力的な観光プラン 

  ・飲食をしながら、地域の行事に参加している雰囲気での神楽鑑賞 

  ・マルシェ初開催（寒い時季の屋内開催） 

  ・送迎（多伎・湖陵地域内の宿泊施設を巡回。出雲市駅からは有料オプション） 

 ⑵ 地元のお宿・お店などとの連携 

・宿泊付きプランの販売（複数のお宿の宿泊客が楽しめる神楽公演として開催） 

  ・日本遺産地域プレイヤーズ連絡会議及び地域団体等と連携したマルシェの開催 

  ・日本遺産「日が沈む聖地出雲」ＰＲ・体験商品を発信 

商品の例  

                           

 

 

 ⑶ 出雲神楽とのふれあい・担い手確保・継承 

・新たに出演いただく神楽団体への声掛け、子どもを中心とする神楽体験の実施 

・当日観覧席を用意し、地域住民が神楽に親しむ機会を設定（観覧プラン席の後方） 

 

（参考１）日本遺産「日が沈む聖地出雲」の認定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考２）「日本遺産地域プレイヤーズ連絡会議」について 

 

 

 

 

（参考３）「日本遺産の日」（２月１３日）について 

 

 

 

 

４．お問い合わせ 

 出雲市日本遺産推進協議会 事務局 

出雲市観光交流部 インバウンド推進課 担当：岩崎、都倉 

 電話：０８５３－２１－６８０１ mail:inbound@city.izumo.shimane.jp 

出雲神話の舞台「稲佐の浜」や、「日御碕」は夕日の絶景地です。さらに、出雲大社は

「天日隅宮」（あめのひすみのみや）、日御碕神社は「日沈宮」（ひしずみのみや）の名を

持ち、夕日に縁の深いお社です。古代から大和の北西にある出雲は「日が沈む聖地」と

して知られ、夕日に対する畏敬の念と、祈りの歴史が語り継がれている地です。 

本市の美しく神秘的な夕日にまつわるストーリーは、「日が沈む聖地出雲」として、  

１０４件ある日本遺産の一つに認定されています（平成２９年認定。令和５年認定継続）。 

出雲市日本遺産推進協議会では、この日本遺産を市民の皆様にもっと知っていただき、

地域の魅力の再認識につなげるとともに、国内外にその魅力を伝え、多くの方にこの地

を訪れていただけるよう取り組んでいます。 

文化庁及び日本遺産連盟は，国民の皆様の日本遺産に対する理解と関心を高めることを

目的として、２月１３日を「日本遺産の日」としました（令和元年１２月１３日宣言）。 

日本遺産の日を中心に全国各地で日本遺産に因んだイベントが開催されます。 

ポイント 

出雲市日本遺産推進協議会（会長：稲根克也）が設置する会議で、多伎・湖陵・大社地

域において宿泊や飲食をはじめ観光に関連する事業に携わる方を主体に、日本遺産を活用

した誘客や地域活性化につながる具体的な取組に向け、議論を進めています。 

夕日バラパン 
出雲デラウエア 
オランジュ 

多伎と夕焼けと
わたし（クラフト
ビール） 







 


